
相談者：北　太郎さん（76歳　男性）
病気：脳 塞の後遺症で寝たきり。要介護5
家族：奥様
相談内容：太郎さんが倒れてから、奥様が献身的に自宅で介護されていた。時々

ショートステイを使って、奥様も気分転換していたが、太郎さんが体調を崩
すことが増え、ショートステイ先から利用が難しいと言われるようになった。
これからも自宅で介護したいが、奥様に疲れが出てきている。

　北病院には地域包括ケア病床が40床と一般病
床が12床あります。
　地域包括ケア病床は、高度急性期・急性期医療から在宅療養までを結ぶ3つの機能を
持っています。①高度急性期病院からの入院受け入れ②在宅（自宅や居住系介護施設等）
からの急性疾患の受け入れ③在宅・生活復帰のための支援です。
　入院期間は最大60日間で、在宅復帰に向けたリハビリテーションや支援を行ってい
きます。

・介護者にも休息が必要。
・体調を崩しがちで介護のショートステイが使えないなら、入院するのはどうでしょう。

⬇
・奥様の休息のため、太郎さんは北病院へ10日間入院となりました。

プロフィール

助かりました。お友達とお出かけもできてよかったわ。 奥様

こうしました！

たとえば、

こんな時でも
北病院で大丈夫


